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	実験　「イオン結晶の結合間距離の測定」


１　目的

アボガドロ定数を用いて、NaClの両イオン間の距離を測定する。
２　注意

カッターで怪我をしない、させない。
３　準備

NaCl単結晶、カッターの刃、金属製薬さじ、ノギス、電子天秤、コンピュータ
[image: image1.wmf]４　方法＆結果
1） NaCl単結晶の測定
(1) [image: image2.wmf]配られた大きいNaClの単結晶にカッターの刃を当て、カッターの刃を通して金属製薬さじで軽く衝撃を与えて、劈開(へきかい)面を出す。

(2) (1)の単結晶がきれいな直方体になったら３辺をノギスで測定する。
（ノギスの計測値はcm単位で出るが、結果の記録はm単位なので注意。計測値は有効数字３桁以上とる。例．6.25×10－3 m）
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(3) 電子天秤で(2)の直方体の質量を計量する。
	質量(g)

	


(4) Na＋とCl－の結合間距離をコンピュータ（エクセルで数式を用意してある）で計算する。ただし、NA ＝ 6.02 × 1023 / mol
、M ＝ 58.5 g / mol、NaClの結晶格子は立方体、単位格子内のNa＋とCl－の数は各々４個としてある。

	結合間距離(m)

	


2） 片付け

カッターの刃は水洗いして、教卓のバットに返却。薬さじは水洗いして乾燥台へ。机を水拭きする。
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参考文献：大平先生, 実験プリント「イオン性結晶の性質　塩化ナトリウム単結晶」

参考文献：大平先生, CEAT5月例会資料　結晶を用いたNaClの結合間距離の測定, 2008
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すでにある劈開面に対して刃を直角にあてないときれいに割れない
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